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2020 年度事業 進捗報告書（実⾏団体） 

● 提 出 ⽇ ： 2022 年 9 ⽉ 30 ⽇ 
● 事 業 名 ： 社会的処⽅を⽬指した⽣態系モデル構築事業  
● 資⾦分配団体 ： 認定特定⾮営利活動法⼈富⼠⼭クラブ（甲信地域休眠預⾦等活⽤コンソーシアム） 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈ bond place 
 

①  実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

No.1【プレイヤーづくり】  
1-1 先⾏事例で実践されて
いるノウハウや経験を分析
し、⼭梨県におけるリンク
ワーカーの役割やスキルが
抽出され、それらが反映さ
れた育成プログラムができ
た 
 

1-1-1 インタビュー
調査実施回数 

6 回  2022 年 9 ⽉ 
 

10 回 
プログラム参加者と共に先⾏事例の
実践者へのインタビューを実施。中間
評価でプログラム参加者から⽣まれ
た実践も対象にインタビュー調査・分
析を実施。 
 

1 

1-1-2 分析ワークシ
ョップ実施回数 

2 回 
 

2024 年 3 ⽉ 
 

0 回 
→事後評価でリンクワーカー育成プ
ログラム参加者の実践の分析からリ
ンクワーカーの役割やスキルを抽出
し、リンクワーカー育成プログラム
に必要な要素を整理する。 

2 
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No.1【プレイヤーづくり】  
リンクワーカー育成プログ
ラム  
1-2 まなぶ（ラーニングコ
ミュニティ形成） 地域の資
源や課題が、フィールドワ
ーク・事例検討ワークショ
ップ・システム思考による
分析等によって整理された 

1-2-1 フィールドワ
ーク実施報告回数 

150 回（チームごと⽉
1 回ずつ） 

2024 年 3 ⽉ 
 

14 回 
第 2 期は講座内にフィールドワーク
実施報告の機会を⼊れ込む。 

3 

1-2-2 事例検討ワー
クショップ開催回数  

15 回（5 回×3 年間） 2024 年 3 ⽉ 2 回 3 

1-2-3 リンクワーカ
ーが繋がった⼈の数、
分野数 

2250⼈（リンクワーカ
ー1 ⼈につき 30 ⼈ず
つ） 

2024 年 3 ⽉ 
 

講座内にフィールドワークの実践報
告の機会を導⼊する。つながった⼈数
だけではなく、どのようなつながり⽅
をしたのか、今後の関わり⽅の展望、
フィールドワークによってリンクワ
ーカー育成プログラム参加者がどの
ようなことに気づいたかを把握でき
るようにする。 

3 

No.1【プレイヤーづくり】  
リンクワーカー育成プログ
ラム  
1-3 つどう（リビングラボ） 
拠点づくり（地域×分野）・
産学官⾦・地域住⺠協働で
の対話の場づくり・ロジッ
クモデルづくり・プロトタ
イプが⽣まれた 
 
 

1-3-1 リビングラボ
開催回数（地域課題対
話・ロジックモデルづ
くり・プロトタイプの
アイデア出し・ふりか
えり会） 
 

12 回（4 回×3 年
間） 

2024 年 3 ⽉ 4 回 2 
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No.1【プレイヤーづくり】  
リンクワーカー育成プログ
ラム  
1-4 むすぶ（次のアクショ
ンへつなげる） 年度ごと
の実践の成果が発表され、
次へのアクションプランが
⽣まれた 

1-4-1 発表会開催回
数  

15 回（5 チーム×3
年間） 
 

2024 年 3 ⽉ 
 

4 回 
（学習⽀援をテーマにした発表会は
現在準備中。） 
→ 発表会の企画は⾃由度⾼く各チー
ムごとの特徴を活かした形での開催
を⽬指した。ただ⾃由度の⾼さからチ
ームごとの合意形成が難しく、なかな
か企画が進まないチームもあったこ
とから、2 期では参加者それぞれの活
動を周知する形での活動発表会の形
で開催する。 

3 

1-4-2 発表会参加者
数 

450 ⼈ 
 

2024 年 3 ⽉ 365 ⼈ 2 

No.2【フォロワー・⽂化づ
くり】  
2-1 1 年⽬：キックオフ・
フォーラム「リンクワーカ
ーって？」  
リンクワーカーや社会的処
⽅に関して、地域住⺠・介
護医療福祉の専⾨機関向け
に周知を⾏なった 
 
 
 

2-1-1 フォーラム開
催回数  

1 回  
 

2022 年 3 
 

1 回 
2021 年 8 ⽉ 25 ⽇にキックオフフォ
ーラムを開催。 

2 

2-1-2 フォーラム参
加者数 

100 ⼈ 2022 年 3 ⽉ リアルタイム参加：105 ⼈ 
後⽇録画参加：68⼈ 

2 
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No.2【フォロワー・⽂化づ
くり】  
2-2 2 年⽬：５地域の拠点
づくり（分野別拠点）  
拠点ごとの年度報告会の開
催 各地域・分野で⽣み出
された実践・プロトタイプ
の成果を発表した 

2-2-1 報告会開催回
数  

1 回  2023 年 3 ⽉ 0 回 
2022 年 10 ⽉ 26 ⽇に開催予定。 

2 

2-2-2 報告会参加者
数 
 

100 ⼈ 
 

2023 年 3 ⽉ 0 ⼈ 2 

No.2【フォロワー・⽂化づく
り】  
2-3 3 年⽬：5 拠点＋全県 
地域・分野を横断したコミ
ュティの形成。それぞれの
知や経験を集約し、⼭梨が
つながってみて何ができる
か⾒せた 

2-3-1 報告会開催回
数 

1 回  
 

2024 年 3 ⽉ 0 回 
 

2 

2-3-2 報告会参加者
数  
 

200 ⼈  
 

2024 年 3 ⽉ 0 ⼈ 2 

2-3-3 リンクワーカ
ー・社会的処⽅の認知
度 

フォーラム参加者へ
のアンケート調査。
リンクワーカーによ
る活動への期待度が
⾼まっている状態。 

2024 年 3 ⽉ 0 2 

2-3-4 メディア掲載
数 

新聞・ラジオ・テレ
ビ・ウェブメディア
への出演・掲載 

2024 年 3 ⽉ 0 2 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐ 短期アウトカムの内容  ☐ 短期アウトカムの表現  ☐ 短期アウトカムの指標 ☐ 短期アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
第 1 期のプログラムは基本的にオンラインにて開催したことで、様々な分野・地域・ライフスタイルを持つ⽅が⼀緒に学ぶ環境ができた。
そのおかげで多様な実践データが集まり、プログラム改善のための分析に役⽴った。またこうして隙間時間を活⽤してまで参加してくれた
⼭梨県内外の参加者によって、貪欲に学びを持ち帰ろうとする姿や・地域での実践していく姿を近くで⾒させていただき、リンクワークの
実践における中間⽀援の経験を得ることができた。 

 
③ 広報 (※任意) 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 「社会的処⽅の学校」の Facebook ページを作成。 
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2020 年度事業 中間評価報告書（実⾏団体） 

評価実施体制 
内部／
外部 

評価担当分野 ⽒名 団体・役職 

内部 インタビュー／分析／評価報告作成 芦澤 郁哉 NPO法⼈ bond place・理事 
内部 インタビュー／分析 野⼝ 雅美 NPO法⼈ bond place・監事 
内部 インタビュー／分析 加藤 ⾹ NPO法⼈ bond place・理事 

 
A）事業のアウトカムの進捗状況の評価 
① 短期アウトカムの進捗状況 

アウトカムで捉え
る変化の主体 

指標 ⽬標値 
達成時

期 
これまでの活動をとおして把握している変化・改善状況  

リンクワーカー育
成プログラム参加
者 

社会的処⽅の実
践を⽬指した活
動が⽣まれる 

75 件 
2024 年
3 ⽉ 

24件 
 
▶活動分野・対象者の分類 
⾼齢者・介護・認知症、地域医療、まちづくり（若者世
代）、ヤングケラー、学習⽀援、お寺、ワーケーション、⼦
育て⽀援・育児に悩む親世代 

社会的処⽅の理
解が進む 

⾃分の活動分野・活動
の状況・⽴場などを踏
まえて、⾃分なりの社
会的処⽅の捉え⽅がで
きるようになる。 

2024 年
3 ⽉ 

社会的処⽅の定義・実践のやり⽅をこちらから与えないこ
とによって、参加者それぞれの⼒で咀嚼・定義付けする必
要があった。分野の違う⼈たちとの対話をしたり、⼩さく
ても発信・アウトプットを続けたりしてきた⼈たちは⾃分
⾃⾝の⽴場にあった社会的処⽅の捉え⽅が進み、⾃分の⾔
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葉で社会的処⽅を語ることができるようになった。 
分野の違う⼈たちとの対話がより進んだ背景には、偶然性
を楽しめることがあった。ランダムに選ばれたグループメ
ンバーへの共通点や共感ポイントを⾒出そうとするプロセ
スによって対話の中でそれぞれの考えをぶつけ合うことで
新たな視点を獲得していた。 
 

⾃分の活動の仲
間・協⼒者とつ
ながる 

分野を超えた強みの違
う仲間ができる。 

2024 年
3 ⽉ 

分野も違う初対⾯の⼈との対話の機会を持つことで、今ま
で当たり前に使っていた⾔葉をより噛み砕いて説明する必
要があったり、いつも⾃分の現場では当たり前にやってい
たことに他の参加者から感謝されたりする中で、他者との
関係構築を丁寧に⾏うことができた。 
 
また、グループの中で他者の活動を楽しみながら、純粋な
応援の気持ちでフィードバックを与えていた参加者のフォ
ロワーとしての働きかけによって勇気づけられ、⾃分の現
場での実践につなげるモチベーションを獲得していた。そ
の現場での実践による気づきや悩みをグループに持ち帰っ
てシェアすることで、またフォロワーによるフィードバッ
クにつながり、実践→ふりかえり・フィードバックのサイ
クルを回すことができていた。⾃分の活動を⼀緒にやると
いう意味での仲間ではなく、⾃分⾃⾝の活動へのモチベー
ションの回復、ふりかえりのための報告・フィードバック
の機会をともにするフォロワーとしての仲間づくりが進ん
だ。 
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リンクワーカーを
応援する⼈たち 
 

リンクワーカー
を⽣み出す中間
⽀援組織・⽀援
者との連携 

⼭梨県内各地にいる中
間⽀援組織・⽀援者と
定期的に情報交換が⾏
われている状態 

2024 年
3 ⽉ 

リンクワーカー育成プログラムの参加者の中から、「⾝近な
地域に同じ感度で話ができる⼈が欲しい」「地域で求められ
ていることが⾃分 1 ⼈だけじゃやりきれなくなってきた」
「⾃分と同じように、専⾨家も地域に出てきて実践しながら
学び、本業に⽣かすサイクルを回してほしい」という声が出
てきている。こうしたニーズを持つ⽅々と⼀緒に、それぞれ
の現場・地域でリンクワーカーを育成する仕組みの実現に向
けた議論を始める。 

リンクワーカー
を⽣み出す中間
⽀援組織・⽀援
者との連携 

リンクワーカー育成プ
ログラムが⼭梨県内の
様々な場所で開催され
ている 

2024 年
3 ⽉ 

リンクワーカー育成プログラムの参加者がそれぞれのフィ
ールドに学びを持ち帰り、実践を始めている。 
学びの持ち帰り⽅としては以下の 3 つがあった。 
 
●パターン 1： 
リンクワーカー育成プログラムの中で新たに出会った仲間
と新たな活動を⽣み出していく。 
●パターン 2： 
リンクワーカー育成プログラムでの学びを⾃分の組織・団
体に持ってかえって、内部で取り⼊れ実践していく。 
●パターン 3： 
⼀緒に活動していく仲間と共にリンクワーカー育成プログ
ラムに参加して、共通⾔語や共通認識を広げていく⾃分の
地域・組織で実践する時に、⼀緒に作戦を練ることができ
る。 
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孤⽴・孤独状態に
いる当事者 

孤⽴・孤独状態に
いた当事者につ
ながりが⽣まれ
る 

地域や制度の狭間で困っ
ていた孤⽴孤独の当事者
がリンクワーカーのアプ
ローチによって救われて
いる。 

2024 年
3 ⽉ 

中間評価時点では測定できず。 

 
 
②  アウトカムの分析「⑧アウトカムの達成度」（※任意） 

評価⼩項⽬ 評価⼩項⽬の評価結果 評価結果の考察 

リンクワーカーが育ってい
るか 

講座での個⼈による学びだけでは
なく、参加者同⼠のグループでの
対話を通じて学びを整理すること
ができた参加者は、⾃分の現場で
の実践につながり、リンクワーカ
ーとしての成⻑につながった。 
 

リンクワーカー育成プログラムの中での気づき・学びを⾃分⾃⾝の活動
や組織の中で活⽤していくことによって、今までアプローチできなかっ
た孤⽴・孤独の当事者にアプローチできるようになり、地域にインパク
トが⽣まれていく。だからこそ、学びを得て終わりになってしまうプロ
グラム運営ではなく、参加者それぞれの実践に対する個別フォローアッ
プが必要になる。 
第 2 期のプログラム開催に向けて、講義を増やすのではなく、実践する
ことをより意識し、参加⼈数をより絞ったゼミ形式での開催によって、
参加者が「講座による学び→実践→ふりかえり→教訓に落とし込む」と
いう経験学習サイクルを回していくことを重視したプログラム運営を
⾏う。 
 
また、こうした実践ありきの育成プログラムになるため、学びを実践で
きる⾃分なりの活動フィールドを持っていることが重要になる。「こん
なことやってみたいな」というアイデアを持っているがなかなかまだ実

リンクワーカーを⽣み出す
仕組みができているか 

bond place が取り組んでいる⼥性
起業⽀援の分野だけではなく、介
護・福祉・医療・まちづくりなどの
他分野で地域プレイヤーに関わ
り、リンクワーカーへと成⻑して
いくのに伴⾛できる存在が⾒つか
った。 
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リンクワーカーによって、
孤⽴・孤独状態にいる当事
者が救われているか 

中間評価ではまだ測定できず。 

践には⾄っていない段階や、⼩さく実践しながら⾃分⾃⾝の活動や場の
軸づくりに集中する段階（地域プレイヤーの段階）を経た上で、このリ
ンクワーカー育成プログラムに出会うことができるように、第 1 期のプ
ログラム参加者の周辺にいる⼈等を中⼼に、第 2 期プログラムへの参加
者募集をしていく。 

 
 
 

事業のアウトカムの進捗評価 評価結果の考察 
事業のアウトカムの進捗の程度は、事業終了時には 

 þ 短期アウトカムの⽬標値を上回っての達成の⾒込みがある  

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成の⾒込みがある 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値はおおむね達成できる⾒込みがある 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は不透明である 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は難しい 

と⾃⼰評価する 

「社会的処⽅」というキーワードが、⾃分達の想像以
上に医療分野以外の⼈たちにも関⼼のある概念だと
いうことがわかった。 
孤⽴や孤独の解消、⼈と⼈のつながりづくりというキ
ーワードはまちづくりや⼦育て世代、学習⽀援などの
若者世代向けに活動している⼈たちにも共通する関
⼼ごとであり、社会的処⽅をキーワードに様々な分野
の実践者たちが集まり、それぞれの知⾒を集積させて
いくことで、⽬標値を上回る実践事例などが⽣まれて
くるのではないか。 
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B）事業の改善状況の評価 
① 事業の実施過程・事業改善に関する評価 
評価項⽬ 評価⼩項⽬ 評価結果 考察 

実施状況の 
適切性 

リンクワーカーを⽣み出
す中間⽀援組織・⽀援者と
の連携は⼗分か。 

bond place が取り組ん
でいる⼥性起業⽀援
の分野だけではなく、
介護・福祉・医療・ま
ちづくりなどの他分
野で地域プレイヤー
に関わり、リンクワー
カーへと成⻑してい
くのに伴⾛できる存
在が⾒つかった。 

リンクワーカー育成プログラムの参加者の中から、「⾝近な地域に同
じ感度で話ができる⼈が欲しい」「地域で求められていることが⾃分
1 ⼈だけじゃやりきれなくなってきた」「⾃分と同じように、専⾨家
も地域に出てきて実践しながら学び、本業に⽣かすサイクルを回し
てほしい」という声が出てきている。こうしたニーズを持つ⽅々と
⼀緒に、それぞれの現場・地域でリンクワーカーを育成する仕組み
の実現に向けた議論を始める。 

事業設計の⾒直し・改善は
⾏われているか。 

リンクワーカー育成
プログラム 1 期⽣への
事後アンケートの実
施、1 期⽣の学び・実
践の観察を⾏い、事業
設計の⾒直しポイン
トとして、以下の 2点
を改善した。 
 
1. 「地域プレイヤー」
と「リンクワーカー」
を区別する。 

1. 「こんなことをやってみたい」という思いつきの活動の原点には、
⼈やメディアから聞いた情報や⾃分⾃⾝の過去の経験による問題発
⾒・課題設定がされていることが多い。それらの全てが間違えてい
るわけではないが、⼀つの出来事もその背景には様々な原因が複雑
に絡み合っており、その複雑さは⼩さく実践して活動を改善しなが
ら紐解いていくことで構造を理解できるようになる。こうした⼩さ
な実践を繰り返す中で複雑な問題を整理していくことが、偽解決に
陥らないためには⽋かせない。 
だからこそ最初は失敗しながらでも⼩さく実践し、その実践から学
んでいく期間が必要である。この思いつきのアイデアを⼩さく実践
しながら学び、複雑な問題構造を紐解こうとしている期間の活動者
を「地域プレイヤー」と私たちは定義づけした。 



12 

 
 
2. ストーリーオブセ
ルフによる共感のつ
ながり⽅だけではな
く、あくまでも別の考
えの⼈という前提で
のつながり⽅（協⼒の
テクノロジー）の導
⼊。活動の継続性の向
上や事業化を考え、仲
間や協⼒者の集め⽅
の知識やスキルの強
化の必要性がある。 

その段階を経て、今地域で起きている問題がある程度理解され、⾃
分が果たすべき役割や変化の仮説が⾒えている状態になっている活
動者を「リンクワーカー」と定義付けし、こうしたリンクワーカー
の活動に様々な⼈が協⼒したり、リンクワーカーが⾏政等の専⾨家
や地域での活動をつないでいくことで、制度や地域の狭間で困って
いる孤⽴・孤独の当事者が救われていく地域を⽬指す。 
 
2. つながりづくりを⽬指す活動の担い⼿の多くは、⾃分⾃⾝の過去
の当事者経験が活動の原点・モチベーションになっていることが多
い。そうした当事者性の⾼さがゆえに、⾃分⾃⾝の当事者経験を相
⼿に押し付けてしまうことが危惧される。こうした活動フェーズに
おいては、着実に地域での場づくりの実践を積み重ねながら、⾃分
の活動への理解者・応援者からの共感をエネルギーにして、⾃分⾃
⾝の当事者性との付き合い⽅を⾝につけていく必要がある。本事業
においては、リンクワーカー育成プログラムの参加者同⼠のナラテ
ィブを語り合うことから共感を⽣み出し、それぞれの活動への理解
者・共感者を増やしていくことを狙いとしているが、そうした仲間
の集め⽅だけではなく、ドライな関係（能⼒ベース）の中で協⼒関
係を⽣み出していく⼿法を⾝につける機会も必要だと考える。第 1
期参加者アンケートからも「なかなか⾃分の活動を周囲の⼈に理解
してもらえない」という不安の声が多く上がったが、程々の理解・
共感でも協⼒関係をつくることが出来るということもプログラムの
中で紹介し、より多くの協⼒者を得られるようになることを⽬指す。 
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実施をとおした
活動の改善、 
知⾒の共有 

地域でのリンクワークの
実践に影響を与えた貢献
要因は何か。 

リンクワーカー育成
プログラム第 1 期参加
者への事後アンケー
ト、インタビュー、分
析を経て、次の 5 つの
貢献要因が明らかに
なった。 
 
1. 偶然性を楽しめる 
2. ⾃分⾃⾝を開⽰で
きる 
3. フォロワーの存在 
4. 報告やフィードバ
ックが⽣まれる 
5. インプットを⾃分
の中で消化して、アウ
トプットする場を持
つ 

1.偶然性を楽しめる 
「⼀番変わったのはつながり⽅の変化。事前に意図してつくったつ
ながり⽅だけじゃなくて、講座の中でバッとつくったランダムなつ
ながり⽅でもいろんな⽷⼝を探すことで⼈と⼈ってつながれるんだ
ということを感じた。“こういうつながりがあればあの⼈を救ってあ
げられるだろう”という計算したつながり⽅では、意識しすぎてしま
ったり構えてしまったりしてしまうことがあり、限界も感じていた。
突然出会った⼈たちとも対話をする中でつながることってできるん
だということを⾃分が体験した。つながり⽅が変わったことで、⾃
分の幅が広がった。どんな⼈でもつながることが出来るんじゃない
かと思えるようになった。」 
→⽀援を⽬的としたつながりの処⽅になると、どうしてもそこには
⽀援者の意図が⼊り込んでしまう。ただ本来⼈と⼈との出会いは偶
然性の⾼いものであり、どんな⼈とどんなタイミングでどのように
してつながるかは⾃由に決められるものである。プログラム参加を
通じて偶然の出会い・つながりを楽しむ経験ができたことで、⼈間
が本来持つ“⽣きるために⼈とつながろうとする⼒”を感じる事がで
きたのではないか。 
 
 
2.⾃分⾃⾝を開⽰できる 
「みんなでグループディスカッションをして、グループの⼈に質問
してそれに返事があるという勉強のスタイルが良かった。こういう
状態でこういう思いでこういうことにモヤモヤしているんだけどど
うしたらいいですか？ということを、本当にそれを抱えているタイ
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ミングで質問ができて、それに答えてもらえたのが実践するのに役
⽴った。」 
「好奇⼼旺盛なグループで、実はグループのみんなで当事者研究の
ようなこともやった。その中で⾃分のことを話したときに、グルー
プのみんなが“話してくれてありがとう”と伝えてくれたのが初めて
の経験だった。」 
→勇気を出して⾃⼰開⽰をしたときに、まず周りからのリアクショ
ンをもらえた事で喜びを感じる事ができた。この⼈たちにだったら
⾊々話しても⼤丈夫という安⼼を感じられるようになった。 
 
「活動の中では初めて会う⼈と⼀緒に動いていくこともあるけど、
そういう時でもこうやって集まったんだから同じ⽅向を向いてやっ
ていけるという事が、プログラムでのグループワークを通じてわか
った。初めは迷うこともあるだろうけど、とにかく話し合ってみよ
う・わからないところはちゃんと⾔おう・ちょっと今嫌な時もちゃ
んと⾔おうということを意識するようになった。」 
→グループでの活動で⾃⼰開⽰がうまくできた経験を積むことで、
⾃分の活動の周辺にいる⼈たちの⾃⼰開⽰をサポートする役割を意
識するようになった。 
 
「いろんな分野の⼈たちとの対話の中で、⾃分⾃⾝のこだわりや想
いが、⾃分の中のどこから来ているのか気付かされた」 
「当たり前を雑にしてはいけないことに気づいた。関係の質はドリ
ップのようにちょっとずつで、⽇頃の積み重ねを丁寧にする事が⼤
事だとわかったら、今の⾃分がいる環境や取り組みを⼤事にしなき
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ゃいけないと気づいた。」 
→グループの中でそれぞれが⾃⼰開⽰して対話を積み重ねること
で、⾃分⾃⾝の内⾯に気づく機会にもなった。 
 
3.フォロワーの存在 
「1 番⽬のファンがいてくれるかという動画が印象的だった。改め
て⾃分がすでに⾛らせている事業を思い返して、誰が第 1 のファン
になってくれてこの事業が続いているのかをふりかえるきっかけに
なった。」 
「スタッフ側で仲間を集めるだけじゃなく、参加してくれるファン
が仲間になっていくこともあるということが理解できた。参加して
くれた側の⼈が関わることで事が動くこともあると理解した。」 
→⾃分の活動に参加する⼈の中からファンが⽣まれ、その⼈たちが
やってみたいことも⾃分の活動に取り⼊れていくと活動や場が変化
していく。サーバント型のリダーシップによって、こうしたファン
がただの参加者からスタッフ的な役割を担っていく流れでき、参加
者の主体性も上がるので、より社会的処⽅が進むのではないか。 
 
 
4.報告やフィードバックができる 
「１⼈だとなかなか動けない。周りに背中を押してくれる⼈やアド
バイスをくれる⼈、分野は違っても何か似たような⽬標で⾏動して
いる⼈がいることで、じゃあ真似してやってみようと思えた。」 
「グループの中で他の参加者の実践報告に対してみんなでアドバイ
スしている中で、場づくりでよく起きることへの共感が⽣まれたり、
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⾃分⾃⾝の活動をふりかえる機会にもなって、アドバイスしている
側も⾃分の現場で使えるものを得る事ができた。」 
「今まで⾃分の組織の中だけで考えていた。皆さんと話をすること
で、考え⽅・向き合い⽅が参考になった。同じ研修を受けたことを
きっかけに、それぞれがどう思ったかを話す事ができた。」 
→グループの中で⾃⼰開⽰が適切に出来ると、それに対する他の参
加者の実践経験からきたアドバイスが得られた。そのアドバイスを
また⾃分の現場で実践し、また次回の会でその報告をしていくとい
うPDCAサイクルが回っていた。 
 
 
5. インプットを⾃分の中で消化して、アウトプットする場を持つ。 
「今までの経験で作られた⾃分の思考の固さをほぐす場⾯があるこ
とで動きやすくなる。ほぐす期間を視点が違う⼈たちと⼀緒に過ご
すことで、考え⽅や取り組み⽅を変える事ができたり、アイデアを
よりあたためる事ができた。」 
→インプットした内容を⾃分⾃⾝の⾔葉で咀嚼していく中で、⾃分
が持っている現場での活⽤の仕⽅を考える事ができた。 
 
「⾃分⾃⾝で取り組んでいる事実がないと⾃信も持てないし、周り
からもすごくよく考えている⼈なんだねという評価だけで終わって
しまうので、実践をする場をまずひとつ作る事ができて良かった。」 
→アイデアを話すだけではなく、それを⼩さくても実践する場を持
つことによって周りの⼈たちからの理解・評価が得られる。こうし
た実績の積み重ねによって、周りの⼈たちからの協⼒や新たなオフ
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ァーを得る事ができた。 

組織基盤強化・
環境整備 

助成終了後もリンクワー
カーを⽣み出し、育てる仕
組みづくりを継続・発展す
るために必要なのはどの
ような連携か。 

現時点での本事業へ
のステークホルダー
マップを整理し、第 1
期のリンクワーカー
育成プログラム参加
者との連携のもと、⼭
梨県内各地での展開
を⽬指していく。 

4 ⽉に第 3 者評価で作成したステークホルダーマップでは、私たち
から医療・介護・福祉の専⾨機関への距離感の遠さが⽬⽴ったが、
今回作成したステークホルダーマップでは、第 1 期のリンクワーカ
ー育成プログラムの参加者がその間をつなぐ位置にいる事が確認で
きた。 
今後第 2 期、第 3 期とリンクワーカー育成プログラムの参加者が増
えていくが、参加者それぞれの現場での実践へのフォローアップを
丁寧に⾏う中で、医療・介護・福祉の専⾨機関との連携・協働を⽬
指していく。 

 
 
 
② 短期アウトカムの状態の変化・改善に貢献した要因や事例 
リンクワーカー育成プログラムでの学びを通じて、様々な分野の⼈たちと⾃分⾃⾝がつながることができた経験を通じて、「⼈と⼈がつなが
ること」に対する捉え⽅が変わり、⾃分の活動・組織での活動の中で出会う⼈にも優しく接することが出来るようになった。 
リンクワーカー育成プログラムの中ではその場でバッと決められたランダムな⼈との対話の機会があったが、そのグループの中では「相⼿の
ことをもっと知っていきたいな」と⾃然になっていった。対話を通じて⾃分が脱がされていくような感覚だったのだが、それは同じグループ
の⼈たちがもうすでに裸で楽しそうにしていて、⾃分も脱いでみたことで新たな発⾒が得られた。⼈のパンツを履けば履くほど⾃分のパンツ
のことがよくわかった。これは⼀度裸にならなければ履けなかった。 
⾃分⾃⾝がこういう体験をしたことで、他の⼈への興味も増えていった。 
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③ 事前評価時には想定していなかった成果 
「学校」というスキームにしたことによる効果。学び合いを前提としたつながりによって、分野の違う⼈同⼠でも対話の⼟壌を作るこ
とができた。わからないことも素直に発信することで、参加者同⼠での交流・対話が⽣まれた。社会的処⽅という概念が新しいものを
テーマにしたことで、それぞれの分野で社会的処⽅とのつながりを感じて県内外問わず様々な分野の活動実践者が参加した。 

 
    
④ 事業計画の改善の必要性の確認 

 þ 社会課題のニーズに事業計画の内容は合致している 
 þ 受益者や事業対象グループのニーズに事業計画の内容は合致している 
 þ 事業計画に記載している活動は、アウトプット➾アウトカムへのつながりが実際に確認できている 
 þ 残りの期間の資⾦配分・⼈員体制・スケジュールは活動を円滑に⾏えるよう計画されている 
 þ 短期アウトカム指標は、事後評価時に測定し、達成度を評価することが可能な内容になっている 

 
 

 
 
 

事業の改善状況の評価結果 評価結果の考察 

残りの事業期間で、事業が短期アウトカムを達成する
ために 
þ 事業計画は適切に改善されたといえる 
☐ 事業計画を適切に改善する⾒込みがある 
☐ 事業計画の改善について、課題が残っている 
 

と⾃⼰評価する 

リンクワーカーが育つはばっちり。今後注⼒すべきなのがリンクワーカーを応援
するネットワークの構築。社協などになかなかつながっていなかった部分を、1 期
の参加者が⼊ることでつながる。 
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⑤ 中間評価結果を踏まえて今後注⼒したいまたは早急に取り組みたい事項をお聞かせください。 
リンクワーカー育成プログラム第 2 期、第 3 期の準備。講座・ワークショップでの関わりだけではなく、参加者による現場での実践への
個別フォローが重要になるため、フォロー役として第 1 期参加者や中間⽀援組織へのオファーも検討していく。 
リンクワーカー育成プログラムの参加者は得た学びを実践することで、参加者⾃⾝の考え⽅や周囲の⼈との関係性、アプローチできる孤
⽴孤独の当事者像が変化していくので、講座・ワークショップなどのインプットの機会をなるべく早く提供し、じっくりと実践できる期
間や事後評価のための分析・育成プログラムのメソッドの整理などに時間をかけられるよう、事業計画を⾒直していく。 

 

添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、３〜4枚程度） 


